
1 

 

平成３０年度第２回北空知地域入退院支援研修会の開催報告 

～療養が必要な住民を支援する支援者の力量アップのために～ 

 

・平成３０年１１月３０日（金）１８：１５～１９：５０ 

・深川市立病院 ２階会議室 

・参加者 ８２名（看護職３４名、介護支援専門員２８名、ＭＳＷ・ＳＷ・相談員７名、 

        リハビリ職１名、保健師８名、ヘルパー１名、事務職３名） 

・研修目的 医療関係者と地域支援関係者が連携して入退院支援を進めていく関係を築く 

・研修目標 ①北空知地域の支援関係者が本人や家庭の思いに添った入退院支援ができるようになる 

     ②入退院支援をしていく上で、医療関係者と地域支援関係者がタイムリーな情報交換が 

できるようになる 
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事例紹介はケアマネの夏井さん 

齋藤小部会長から開会挨拶 司会進行は佐藤さん 

事例紹介 

「在宅環境に問題のある方の在宅復帰」 

 

「ゴミで溢れている」「お風呂がない」「ガスがな

い」「買物にいけない」「家族の協力もない」 

 

このような状況の方を 

食事、衛生、健康、環境の面から 

どのような支援をしますか 
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３Ｇ発表：小鍛冶さん 
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１４Ｇ発表：杉谷さん 

グループ発表（板書） 

・８G 安全確保、本人との関係、一室を確保して食事等

とれる様に（博物館） 

・１１G 食事→配食サービスの利用（安否確認）、 

近所の見守りの利用 

・１G ゴミを片付けると寒くなる、とりあえず生きていけ

る支援を！ 

・４G 本は家に帰りたい、家が乱雑、転倒の危険、 

本人の納得するところから片付け、安全確保 

・13G 健康、脳梗塞再発予防梗塞再発予防 

・９G 退院時ゴミの環境、家に帰りたい、こだわりの理

由、本人の要望に添った支援を 

○GWの発表後、事例発表者から、退院後の心身の回

復状況や住環境の改善状況等の紹介があり、また、

入院中に関わった病棟看護師、リハビリ、連携室の

職員からも感想発表がありました。 

○参加者はその変化に驚くとともに、今後も難しい支援

が続く事例ですが、本人に寄り添って粘り強く支援し

ていく姿勢の大切さを学んだ研修となりました。 


